
資料２－２

番号 区 初回検討月・会議 その後の検討状況 障害区分 テーマ 事例名 主訴 属性 対応 地域の課題 種別での分類 困難性での分類

1 Ａ区 １０月支援チーム １１月区調整会議 重心 退院後の在宅生
活の支援

入院先より施設
に戻れず退院し
た女性への支援

退院後、在宅で
困っているので
何とかして欲し
い

30代 ・入院前にいた施設へ
の再入所で調整

・重い障害のある人
を、在宅で支える仕組
みがない

在宅生活支援 Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

2 Ａ区 １０月支援チーム １１月区調整会議 知的 知的障害の人の
生活支援、金銭
管理

触法行為を繰り
返す人の一人暮
らしの生活支援

触法行為をやめ
させたい、金銭
管理をしてもら
いたい

20代 ・触法行為へは毅然と
した対応をとる
・職業訓練などを斡旋
する

・知的障害のある人へ
の権利擁護体制（含指
導体制）の確立

軽度の知的障
害のある人の
支援

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

3 Ａ区 １０月支援チーム １１月区調整会議
１２月市全体会議
第６回自立支援協議会

重心 保護者の職業訓
練中の預かりの
場への通所

家族が送迎でき
なくなり、通所
サービスを使え
なくなった人へ
の支援

保護者が訓練中
の間、本人を介
護してくれる場
が欲しい

20代 ・生活保護の受給な
ど、経済的支援を行う

・通所手段が、家族に
よる送迎に限られてい
る点

移動手段の確
保

Ｄ：根本的な
解決策の見出
しが難しい課
題

4 Ａ区 １１月支援チーム １２月支援チーム 重心 重症心身障害の
ある人の通所

通所事業所の変
更

現在の通所事業
所をやめて、他
の通所事業所を
使いたい

20代 ・やめたい理由の確認
と利用調整の実施

・家族の理解を得る
（説得する）方法

家族の理解 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

5 Ａ区 １１月支援チーム １２月支援チーム 知的 通学に困難を抱
える子の支援

家族支援の必要
なケース

学校までの通学を支援し
て欲しい、放課後の支援
をして欲しい（ただし、
その前提として経済的に
困窮している家族の支援
が必要である）

小学生 ・学校の近くに引っ越
すことで、通学困難を
解消する
・福祉サービスの利用
を調整する

・家族全体の支援が必
要となっている

多問題家族 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

6 Ａ区 １１月支援チーム １２月支援チーム 身体・知
的

相互に依存体質
となった本人と
その子

重複障害を持
ち、家族問題も
抱えた地域で暮
らす人たちへの
支援

息子（知的障害あ
り）に自分の介護
をしてもらいた
い、息子と同居し
たい

50代 ・同居を前提とするが、経
済面などではあくまで独立
したものとする
・本人については、地域の
見守り体制を活用する

・単独で暮らす、高齢
の障害のある人への見
守り体制

見守り体制の
確保

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

7 Ａ区 １月支援チーム 身体 障害特性に関す
る家族の理解

障害特性に合っ
た支援を早期に
受ける必要のあ
る視覚障害のあ
る人への支援

退院後の生活を
何とかしたい

50代 ・サービスの利用につ
いて正しく御理解いた
だいた上で、計画を立
てていく

・障害に関する家族の
理解と支援
・視覚障害に関する早
期リハビリ体制の確保

家族の理解 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

8 Ａ区 １月支援チーム 知的 保護者の介護負
担軽減

介護負担の重い
母と知的障害の
子（本人）への
支援

親子で離れる時
間が欲しい

小学生 ・短期入所の利用を調
整

・医療行為はないが、
比較的重い知的障害の
ある子の受入れの場の
確保（本人は当初、重
心施設を希望）

受入れの場の
確保

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

9 Ａ区 １月支援チーム 知的 施設入所の調整 他市で区分５と
判定された人の
本市における支
援

退院後、施設入
所したい

高校生 ・入所施設を探すとと
もに、それまでの間は
短期入所を活用する

・他市と本市でのサー
ビス支給の調整・連携
（援護実施主体の問
題）

関係機関の調
整・連携

Ａ：調整・連
携が必要な課
題

地域課題の一覧等（平成21年10月から平成22年6月まで）
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10 Ａ区 ２月支援チーム ２月区調整会議
３月市全体会議

重心 家族による介護
の困難性

母の介護力が低
下した重症心身
障害のある人へ
の支援

母が病気により介
護ができなくなっ
たため、今後の本
人の在宅生活を支
援して欲しい

20代 ・現行の福祉サービス
利用を継続、父による
支援の実施
・入所施設申込み

・重い障害のある人
を、在宅で支える仕組
みがない

在宅生活支援 Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

11 Ａ区 ２月支援チーム ２月区調整会議
３月市全体会議

知的・身
体

家族による介護
の困難性

母の認知症の進
行により、本人
の支援が困難に
なってきている

母と本人の今後
の生活について
支援して欲しい

50代 ・本人の福祉サービスにつ
いては、利用の方向で調整
し、母の理解を得る
・母の支援については、地
域包括支援センターと連携

・ある日「発見され
る」障害のある人への
支援（情報に乏しい）
・障害に関する家族の
理解と支援

関係機関の調
整・連携

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

12 Ａ区 ２月支援チーム ２月区調整会議 身体・精
神

精神障害のある
人の日中の場の
確保

精神障害と身体
障害のある人へ
の支援体制

本人「日中通える
場が欲しい」
母「仕事に出かけ
たいが、本人を家
に残すのは心配」

30代 ・医療機関を受診し、
服薬を行う
・精神の相談支援セン
ターで継続支援

精神障害のある人が、
日中に安定して活動で
きる場の確保

受入れの場の
確保

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

13 Ａ区 ３月支援チーム 身体・知
的

家族による介護
の困難性

福祉サービスを
利用したことの
ない重複障害の
ある人への支援

介護者である母
が倒れたため、
今後の本人の生
活が不安

60代 ・福祉サービス利用の
方向で調整

・今まで福祉サービス
を利用してこなかった
人を把握する方法
・障害に関する家族の
理解と支援

関係機関の調
整・連携

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

14 Ａ区 ３月支援チーム 知的・身
体

重心施設への入
所

障害の変化によ
り現在の施設の
退所を考えてい
る知的障害のあ
る人への支援

摂食障害のため、
重心施設に移りた
い（現在の施設の
退所を余儀なくさ
れる可能性があ
る。）

40代 ・重心施設の入所待機
リストへ搭載
・念のため在宅生活の
準備

・重心施設の枠の確保
・他の施設での医療的ケア
の実施
・重い障害のある人を、在
宅で支える仕組みがない

在宅生活支援 Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

15 Ａ区 ３月支援チーム 知的 障害のある子の
放課後支援

低学年児童の放
課後支援

来年から特別支援
学校に通うが、保
護者が働いている
時間の放課後支援
が欲しい

保育園
児

・児童デイの利用 ・現状では、障害のあ
る子の放課後を支える
仕組みがない

放課後支援 Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

16 Ａ区 ４月支援チーム 重心 重心施設の入所
希望あるも、定
員一杯

虐待を疑われ、
緊急入所を要す
る重症心身障害
のある人への支
援

虐待の可能性が
あるので入所さ
せたい

小学生 ・入所の方向で調整 ・緊急時に入所する場
所がない

緊急時の対応 Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

17 Ａ区 ４月支援チーム 身体 高次脳機能障害
への支援がない

就労希望がある
が外出困難難方
の支援について

交通事故後遺症
で在宅だが、働
く場がほしい

20代 ・自立訓練を紹介
・独自で移動する努力

・障害程度は軽いは、
支援ニーズの高い人へ
の支援策が尐ない

高次脳機能障
害のある人へ
の支援

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

18 Ａ区 ４月支援チーム 知的 就労の作業能力
あるも、人間関
係、社会性など
に問題あり

就労移行支援事
業所の期限が終
えた後の進路に
ついて

区内で就労継続
のB型を探して
欲しい

20代 ・就労継続Bの見学 ・就労移行支援事業所
の期限が終わった後の
支援

就労支援 Ａ：調整・連
携が必要な課
題
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19 Ａ区 ５月支援チーム ５月区調整会議 身体 中山間地におけ
る支援

山間地のサービ
スが届いていな
い障害のある人
への支援

どのような障害
福祉サービスが
使えるか知りた
い

20代 ・後日、障害福祉サー
ビスの利用申請を予
定、その上でサービス
を説明

・情報の周知が図られ
ていない
・中山間地における事
業者不足

事業者不足 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

20 Ａ区 ５月支援チーム ５月区調整会議 精神 精神障害のある
人の在宅生活

荷物の整理がで
きない

風呂場にためて
いる荷物を整理
して、風呂に入
りたい

60代 ・福祉サービス（家事
援助）により、風呂を
含めた部屋全体を片付
ける予定

・周りは気にしている
が、本人はそれほどで
はない

在宅生活支援 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

21 Ａ区 ５月支援チーム ５月区調整会議 知的 触法行為 触法行為のある
本人の生活・就
労支援

日中活動の場を
確保したい

20代 ・状況把握を行い、そ
の都度指導を行ってい
く
・警察等の司法関係に
委ねる方法もある

・軽度の知的障害のあ
る人の地域生活を支え
るサービスが必要

軽度の知的障
害のある人の
支援

Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

22 Ａ区 ６月支援チーム ６月市全体会議 重心 短期入所の供給
と家族支援

休養目的の短期
入所がとれない

短期入所の利用
をしたいが、予
約がとれない

20代 ・短期入所の利用を調
整（非常に難しい）

・福祉サービスの利用
状況に偏りが出ること
があり、公平な利用調
整が必要

在宅生活支援 Ｄ：根本的な
解決策の見出
しが難しい課
題

23 Ａ区 ６月支援チーム 身体（＋
てんか
ん）

金銭管理ができ
なくなった人の
単身生活の維持
の可否

機能低下で単身
生活がほころび
始めた

本人からは「お
金の使いすぎ」
で困っていると
いうが、明確な
支援がない

60代 ・権利擁護センターへ
繋ぐ

・金銭・食事・服薬管
理ができず、体調不良

関係機関の調
整・連携

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

24 Ａ区 ６月支援チーム 精神 精神の体の衰え
により自立生活
が難しい家族の
支援

日中過ごす場を
確保したい

生活介護の事業
所を利用したい

60代 ・グループホームへ入
ることを検討

・精神の母子家庭の生
活支援

受入れの場の
確保

Ａ：調整・連
携が必要な課
題

25 Ａ区 ６月支援チーム 知的 家族による介護
の困難性

家庭での生活を
望む本人への支
援

自立に向けてケ
アホームへ入り
たい

20代 ・まずは生活を安定さ
せるため、移動支援と
短期入所を利用

・母の精神的負担の軽
減と祖母の生活安定

多問題家族 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

26 Ｂ区 １０月支援チーム １１月支援チーム
２月区調整会議

知的 金銭管理の問題 知的障害のある
兄弟とその家族

金銭等のトラブ
ルを何とかした
い

20代 ・成年後見利用で調整
・警察（生活安全部
門）との連携

・軽度の知的障害のあ
る人への支援が尐な
く、かつ、犯罪に巻き
込まれやすい

権利擁護（軽
度の知的障害
のある人の支
援）

Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

27 Ｂ区 １０月支援チーム １１月支援チーム
１１月区調整会議
１２月市全体会議
第６回自立支援協議会

精神 精神障害特有の
症状への対応

精神障害のある
人への生活支援

ヘルパーと上手
な関係を築きた
い

30代 ・通院先を他県から県内に
移す
・子（発達障害）のサービ
ス利用を進め、本人の夫の
負担軽減を図る

・精神障害に対応でき
るヘルパーが尐ない

在宅生活支援 Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題
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28 Ｂ区 １１月支援チーム １１月区調整会議 知的 施設退所を余儀
なくされた人の
行き先

行く先のないま
ま退所させられ
た人への支援

受け入れてくれ
る施設を探して
欲しい

20代 ・精神科病院へ入院
し、その後は短期入所
で繋いでいる
・県内外の施設をすべ
て当たっている

・退所情報の共有と早
期の支援開始

受入れの場の
確保

Ａ：調整・連
携が必要な課
題

29 Ｂ区 １２月支援チーム １月支援チーム 知的 親は高齢、本人
はサービス利用
なしの問題

多問題家族への
支援

支援を必要とし
ているが、拒否
している

60代 ・本人はグループホームの
利用を検討する
・親について、地域包括支
援センターと連携して、支
援を実施する

・家族の理解をどのように
得るか（説得するか）
・地域の見守り体制をどの
ように整えるか

多問題家族 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

30 Ｂ区 １２月支援チーム １月支援チーム
３月支援チーム

身体 脳性まひによる
２次障害

脳性まひにより
重症化している
人への支援

本人は在宅生活
を望んでいる
（ただし、かな
り困難）

50代 ・本人が望むものが何
かの再確認（コミュニ
ケーション支援のため
だけのヘルパー利用は
不可能）

・このような場合、在
宅生活前提でのサービ
スの調整はかなり困難

在宅生活支援 Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

31 Ｂ区 １月支援チーム 知的 医療と日中活動
の両立

人工透析な必要
な本人への日中
支援

人工透析を受け
る日は、日中活
動系事業所へ通
えない

20代 ・家に近いところの医
療機関に変えることを
検討

・単にサービスがない
のではなく、本人のど
のようなニーズを満た
せば利用が進むのか、
検討する必要がある

移動手段の確
保

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

32 Ｂ区 ２月支援チーム ２月区調整会議
３月市全体会議
５月支援チーム
６月支援チーム

発達 特異な自閉症に
対する支援

自閉症の本人の
居場所

本人を見守って
欲しい

20代 ・医師を交えたカウン
セリングの実施
・インフォーマルなも
のを含めた、見守り支
援の実施

・単純にサービス利用
を増やすだけでは、見
守り体制は構築できな
い

見守り体制の
確保

Ａ：調整・連
携が必要な課
題

33 Ｂ区 ３月支援チーム ５月区調整会議
６月支援チーム

発達 自閉症のある子
の進路

進路未定の自閉
症の子への支援

進学は困難なの
で、進路を調整
してほしい

中学生 ・障害児施設への入所
は困難、者みなしも難
しい
・在宅での生活を模索
する

・制度の狭間に置かれ
ている人（子ども）へ
の支援が求められてい
る

受入れの場の
確保

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

34 Ｂ区 ４月支援チーム 知的 ひとり親家庭の
放課後支援

他市より転入し
てきた人への支
援

他市では使えて
いたサービスが
使えない（他市
は例外で認めて
いた模様）

小学生 ・４月から始まった日
中一時放課後支援の利
用を提案

・家族の理解を得なが
ら、サービス調整を
図っていくことが求め
られている

家族の理解 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

35 Ｂ区 ４月支援チーム 身体 高齢の人の在宅
支援

自宅生活での支
援

自宅に戻って、
一人で生活した
い

70代 ・入院中に外泊体験を
行い、生活能力を評価
し、その後の支援を決
める

・医療的ケアのある人
の在宅生活を支える仕
組みが、ほとんどない

在宅生活支援 Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

36 Ｂ区 ４月支援チーム ５月区調整会議 精神 精神障害者の迷
惑好意への対応

相談窓口めぐり
をしている人へ
り対応

コピーの要望を
断ると大声を出
して困らせる

50代 ・各相談窓口で情報を共有
し、一貫した対応をとる
・できないことはできな
い、と毅然とした対応をと
る

・他害（妨害）行為へ
の対応方法

関係機関の調
整・連携

Ａ：調整・連
携が必要な課
題
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地域課題の一覧等（平成21年10月から平成22年6月まで）

37 Ｂ区 ５月支援チーム ５月区調整会議 知的 障害福祉サービ
スの量と介護保
険との連携

ダウン症の子と
認知症の高齢の
親との暮らしの
支援

子は、もうしば
らくは親と暮ら
したい

30代 ・支援課に増量を申請
中

・障害福祉サービスと
介護保険のサービスの
連携が難しい

関係機関の調
整・連携

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

38 Ｂ区 ５月支援チーム 難病 難病の人への支
援

難病を患う人へ
の支援

外出したい、ヘ
ルパーを使いた
い

30代 ・家庭内のバリアフ
リー化など、できると
ころから改善を図る

・制度の狭間に置かれ
ている人（難病）への
移動支援は難しい

移動手段の確
保

Ｄ：根本的な
解決策の見出
しが難しい課
題

39 Ｃ区 １０月支援チーム 知的・身
体（＋て
んかん）

高齢の叔母と障
害の本人の支援

家族全員が支援
を必要とする
ケース

通所事業所を退
所になったが、
生活に不安があ
るため見守りを
して欲しい

30代 ・てんかんの症状確認
と使えるサービスの確
認、本人の権利擁護を
図る

・地域からの支援を受
けられず孤立してし
まっている家族への支
援方法

多問題家族 Ａ：調整・連
携が必要な課
題

40 Ｃ区 １１月支援チーム １１月区調整会議 知的 知的障害のある
人の消費生活

ローン返済につ
いて、消費生活
センターと連携
したケース

ローン返済を何
とかしたい

20代 ・消費生活センターと
連携し、ローン解約
（契約解除）を行う

・軽度の知的障害のあ
る人の権利を守る支援
メニューが必要

軽度の知的障
害のある人の
支援

Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

41 Ｃ区 １１月支援チーム １１月区調整会議
３月支援チーム

知的 当事者のみの生
活の困難性

介護者不在の姉
と本人への支援

姉からの権利侵
害を解決したい

60代 ・日常生活自立支援事
業（権利擁護）の利用
を図る

・本人たちの生活を見
守る人がいない

キーパーソン
不在

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

42 Ｃ区 １２月支援チーム １２月全体会議
第６回自立支援協議会

知的 強度行動障害の
ある子どもの支
援

強度行動障害の
ある子どもの登
下校支援

親だけでは登下
校の対応はでき
ない

高校生 ・学校側と協力して、
パニックを起こさない
ように努める
・福祉有償運送の活用
を検討する

・強度行動障害に対応する
サービスが尐ない
・強度行動障害のある子ども
通学について、通学手段をど
この責任で確保するのかが明
確ではない

強度行動障害 Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

43 Ｃ区 １２月支援チーム 知的 本人と親との関
係

日常生活自立支
援事業の活用に
ついて

親に収入を管理
されているが、
何に使われてい
るのかがよく分
からない

20代 ・日常生活自立支援事
業（権利擁護）を利用
する方向で、家族と話
し合う。

・家族への指導助言体
制が必要である（家族
の権利意識が、必ずし
も十分ではないため）

権利擁護（軽
度の知的障害
のある人の支
援）

Ａ：調整・連
携が必要な課
題

44 Ｃ区 １月支援チーム 知的 引きこもりの人
への支援

在宅生活の本人
の将来について

高校卒業後、家
にこもったまま
であり、将来が
不安である

20代 ・外部の人間を家に呼
び、普段と違う環境を
作る
・日中活動系事業所の
利用を勧める

・引きこもりに対する
支援メニューがあまり
ない

受入れの場の
確保

Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

45 Ｃ区 １月支援チーム 知的 本人と親との関
係

本人の健康状態
と日中活動の場
について

健康状態の確認
と今後の親子の
生活支援をして
もらいたい

30代 ・保健師同行で健康状
態を確認する
・通所事業所の利用を
勧める

・本人たちの金銭面に
ついて、支援してくれ
る人を探さなければな
らない

キーパーソン
不在

Ａ：調整・連
携が必要な課
題
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46 Ｃ区 ２月支援チーム ２月区調整会議 身体 退院後の在宅生
活の支援

身体障害のある
人の生活支援に
ついて

退院に当たり、
今後の生活につ
いて相談したい
（できれば就労
したい）

40代 ・リハビリにて訓練を
行う

・リハビリは順調だ
が、移動手段が限られ
るため、就労はかなり
困難

移動手段の確
保

Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

47 Ｃ区 ２月支援チーム ２月区調整会議
３月市全体会議

知的 引きこもりの人
への支援

引きこもりがち
な本人への今後
の支援方法につ
いて

引きこもりのよ
うな状態になっ
てしまい、将来
が心配

20代 ・福祉サービスの利用
も拒否的なため、まず
は信頼関係構築を目指
す

・引きこもりに対する
支援メニューがあまり
ない

受入れの場の
確保

Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

48 Ｃ区 ３月支援チーム 重心 重症心身障害の
ある人の通所

重症心身障害の
ある人の通所支
援について

親が入院後、本
人の送迎が困難
になった

20代 ・通所施設独自の送迎の回
数を増やしてもらう
・身体介護の利用を増や
し、親の負担を軽減する

・重心の子への支援
は、家族にその多くを
委ねられており、地域
で支える仕組みが尐な
い

移動手段の確
保

Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

49 Ｃ区 ４月支援チーム 難病 難病の人の地域
生活

難病の人の生活
支援について

退院後の生活を
支援して欲しい

40代 ・訪問看護・訪問介護
の組合せで支援してい
く

・医療的ケアが必要な場合
は、その対応の多くが家族
に委ねられてしまってお
り、家族不在時のサービス
利用が困難となってしまう

在宅生活支援 Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

50 Ｃ区 ５月支援チーム ５月区調整会議 知的 触法の軽度知的
障害者への支援
のなさ

触法の心配があ
る軽度知的障害
者の生活支援に
ついて

今後の本人への
対応について
(日中活動の場
の確保など）

20代 ・元担任、コーディ
ネーターで家庭訪問

・家族が本人の犯罪を
恐れるがあまり、外に
出したがらないことへ
の対応が必要

軽度の知的障
害のある人の
支援

Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題

51 Ｃ区 ６月支援チーム ６月区調整会議 知的 軽度の知的障害
のある人への支
援不足

退院後も再発リ
スクのある方の
地域生活支援に
ついて

退院後も自宅で
暮らしたい

40代 ・非定型審査会にて支
給量増の審査
・地域との連携

関係機関の連携では限
界あるので、非定型審
査会への申請を検討

在宅生活支援 Ｂ：社会資源
の改善が必要
な課題

52 Ｃ区 ６月支援チーム ６月区調整会議
６月市全体会議

知的 家族による権利
侵害

判断能力ない人
への支援

家族に本人名義
のローンを組ま
れた

20代 ・権利擁護センターと
の連携

権利侵害への対応と軽
度知的障害のある人へ
の支援

権利擁護（軽
度の知的障害
のある人の支
援）

Ｃ：新たな事
業展開が必要
な課題
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